
ゆいまーるの心で　
あらゆる絆を深めよう！
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毎
年
二
月
十
一
日
は
那
覇

教
区
創
設
の
記
念
日
と
し
て

感
謝
の
祭
儀
が
執
り
行
わ
れ
、

そ
の
年
に
記
念
日
を
迎
え
る

方
々
に
、
司
教
か
ら
特
別
な

祝
福
を
頂
く
の
が
慣
わ
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
、
普
天
間
修
道
院
に

在
籍
し
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
母

国
語
と
す
る
人
々
の
司
牧
に

取
組
ん
で
お
ら
れ
る
、
カ
プ

チ
ン
会
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
サ

リ
バ
ン
神
父
様
が
司
祭
叙
階

五
十
周
年
の
記
念
日
を
迎
え

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
真
栄
原
に
あ
る
聖

ド
ミ
ニ
コ
宣
教
修
道
女
会
の

寺
田
陽
子
シ
ス
タ
ー
が
修
道

誓
願
五
十
周
年
の
金
祝
を
迎

え
ま
す
。

　
信
徒
の
金
婚
式
は
、
コ
ザ

教
会
の
金
城
昇
・
愛
子
ご
夫
妻

と
松
堂
彰
・
康
子
ご
夫
妻
、
泡

瀬
教
会
の
原
功
・
信
子
ご
夫

妻
、
小
禄
教
会
の
名
富
忠
夫
・

か
お
る
ご
夫
妻
、
石
垣
教
会

の
玉
城
功
一
・
文
子
ご
夫
妻
が

お
祝
い
の
祝
福
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
今
年
は
、
昨
年
来
世
界
を

席
巻
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
、
い
つ
も
の

よ
う
に
、
教
区
セ
ン
タ
ー
で

集
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
各
小
教
区
で
分
散
開
催
と

し
、
司
教
様
が
安
里
で
主
式

し
て
教
区
の
日
の
ミ
サ
を
捧

げ
ら
れ
る
、
同
じ
時
刻
に
合

わ
せ
て
、
各
小
教
区
で
も
ご

ミ
サ
を
捧
げ
る
よ
う
呼
び
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
の
ミ
サ
で
使
用
す
る
典
礼

文
も
主
任
司
祭
た
ち
に

配
ら
れ
、
共
に
心
合
わ
せ

て
祈
り
ま
す
。
創
立
記
念

日
を
迎
え
る
教
区
の
た

め
、
ま
た
今
年
お
祝
い

を
迎
え
ら
れ
る
方
々
の

た
め
に
私
た
ち
も
心
一

つ
に
お
祈
り
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

　
毎
年
当
た
り
前
の
よ

う
に
過
ご
し
て
き
た
あ

ら
ゆ
る
事
柄
が
、
当
た

り
前
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
、
国
か

ら
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、

ミ
サ
の
中
止
も
余
儀
な
く
さ

れ
た
り
、
大
切
な
儀
式
が
行

え
な
い
と
い
う
経
験
も
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
コ

ロ
ナ
は
ま
だ
収
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
本
年
一
月
二
十
日
付
け
で

司
教
様
か
ら
次
の
要
請
が
出

て
い
ま
す
。

一
、
県
内
外
へ
の
渡
航
、
特

に
緊
急
事
態
宣
言
の
出
た
地

域
と
の
往
来
を
控
え
、
や
む

な
く
渡
航
し
た
場
合
は
２
週

間
ミ
サ
へ
の
参
加
を
控
え
て

く
だ
さ
い
。

二
、
寒
い
時
期
で
す
が
換
気

に
特
に
気
を
付
け
、
集
会
時

間
の
短
縮
、
聖
歌
斉
唱
を
控

え
て
下
さ
い
。
ま
た
、
ミ
サ

前
後
な
ど
の
立
ち
話
を
避
け
、

会
食
等
は
厳
に
つ
つ
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

三
、
主
日
の
ミ
サ
へ
の
参
加

義
務
の
免
除
は
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。
だ
れ
で
も
、
特
に

高
齢
者
や
体
調
不
良
の
方
は
、

無
理
せ
ず
参
加
を
控
え
各
人

で
可
能
な
信
心
業(

ロ
ザ
リ
オ

な
ど)

に
よ
っ
て
霊
的
生
活
を

保
っ
て
く
だ
さ
い
。

四
、
も
し
、
主
任
司
祭
と
教

会
役
員
に
よ
っ
て
十
分
な
感

染
防
止
対
策
を
と
る
こ
と
が

困
難
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、

司
教
と
の
協
議
に
よ
り
公
開

ミ
サ
を
休
止
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
更
新
し
な
が
ら
、
祈
り
の

う
ち
に｢

感
染
し
な
い
！
さ
せ

な
い
！｣

も
含
め
て
、
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
の
使
命
を
果
た

し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

2021年
教区の日
2021年
教区の日

聖マリアの汚れなき御心、
私たちのために祈ってください

那覇教区の保護者

「聖マリアの汚れなき御心」

私たちのためにお祈り下さい
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Caritas Naha Yuimaru Moving Car Campaign
     Caritas Naha a diocesan social action service committee launched last December the “Caritas Naha 
Yuimaru Moving Car” campaign. The process of Yuimaru Moving Car is to go to parishes together 
with the Diocese Catholic Store (Bunka Center) goods, this campaign aims to get some donations in 
goods or in monetary form to support the Yuimaru Box that have already started last September 
supporting a small organization “Yui Maru no Kai”food drive. But we feel that our members of the 
community will not be able to come at Makishi park where the Yuimaru No Kai is distributing some 
goods. For this reason the Caritas Naha thought of making a food drive available for our members of 
the community or people whom we know are having difficulty just to get by in this time of pandemic. 
The box will only have non-perishable goods such as rice, can goods and different kinds of instant food 
that comes from the generosity of the donors. It will be set-up at the Catholic Store (Bunka Center) 
starting this month of February every Monday and Thursday only at a specific time between 2 p.m. 
– 4 p.m. 
    We will still cooperate and support the Yuimaru No Kai hand in hand supporting our members of 
the community and those whom we know are really having a hard time. For this reason Caritas Naha 
Yuimaru Moving Car may visit your parish coinciding with the Caritas Japan Lenten campaign this 
season of Lent. We ask for your cooperation and understanding on our aim to help our brothers and 
sisters in need in the Okinawan spirit of Yuimaru (the spirit of cooperation). 　

Caritas Naha Committee  

「カリタス那覇」・「ゆいまーるBOX」について（紹介）
カリタス那覇委員会より

　みなさん、こんにちは。私たち「カリタス那覇」は、那覇教区の有志が活動する社会奉仕の会です。「カリタス那覇」は、カ

リタスジャパンと連携し、国内外の貧困問題に関する啓発活動や困窮者への支援を行うことを目的としています。

①昨年９月から各小教区に「ゆいまーるBOX」の設置を依頼し、保存可能な食料品の寄付を募りました。

　集まった食料品は、民間の支援団体をとおして困窮者に支給されています。

　この度、新たにカトリック文化センターにもゆいまーるBOXを設置しました。これは寄付物品の募集と同時に、皆さんの友

人、知人等身近な方で支援を必要としている方々への直接配布のための場でもありますので、各小教区では支給品を受け取

りにくい方々のためなどにもどうぞご利用下さい。さらにここを民間の支援団体（ゆいまーるの会）への寄贈に至る最終の

集積場所としますので、もし各小教区からの寄付物品の大量搬入等があれば、教区事務所(マーシー)に電話連絡の上、搬入

ください。

②文化センターでの配布場所設置にあたり、配布日を設けさせて頂きます。

●毎週月曜日と木曜日の午後２時から４時までの時間帯 

●お米・缶詰・乾物・その他食料品・日用品など多数在庫あり➡ （写真右）

　※支給品については臨機応変に対応いたしますので、支援を必要として

　　いる身近な方のためにも食料品を受け取りに来て頂けると幸いです。

③今後の活動は以下のような流れで進めて行きます。

（小教区での募集・配布→文化センターへ集積・配布→民間の支援団体に寄付）

④その他の活動計画案として、四旬節の期間中に「カリタス那覇 結○(まーる) Moving Car」として小教区を回りたいと考

えています。カリタスジャパンの募金活動も毎年行われていますが、あまり寄付金が集まらない状況が続いていますので

ゆいまーるボックス活動とあわせて、直接信徒の皆さんに四旬節キャンペーンの啓発活動をしたいと考えています。信徒

のみなさまにおかれましては、｢カリタス那覇｣の活動に御理解いただき、ムービングカーが小教区を訪問する際には食糧

品の寄付、雑貨の購入、募金等にご協力いただけますようお願い申し上げます。　　　　　　　　　カリタス那覇委員会 
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ち
ょ
っ
と
軽
め
の
話
か
ら
。

カ
プ
チ
ン
会
の
司
祭
の
お
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
よ
く
ご
存
じ
か
と
思
い

ま
す
が
、
カ
プ
チ
ン
会
の
カ
ン

タ
ラ
メ
ッ
サ
司
祭
が
今
、
バ
チ

カ
ン
で
教
皇
様
、
枢
機
卿
様
に

説
教
お
よ
び
黙
想
会
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
神
父
様
の
お

話
は
と
て
も
深
く
、
わ
か
り
や

す
い
も
の
で
す
。

　
あ
る
日
、
カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ

司
祭
が
、
黙
想
会
終
了
後
バ
チ

カ
ン
か
ら
自
分
の
修
道
院
に
戻

ら
れ
た
と
き
、
カ
プ
チ
ン
会
の

同
じ
仲
間
の
司
祭
か
ら
、
「
あ
な

た
は
、
バ
チ
カ
ン
で
枢
機
卿
に

説
教
を
な
さ
っ
て
お
り
ま
す
が
、

あ
ま
り
回
心
し
た
よ
う
に
は
お

も
え
ま
せ
ん
ね
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ
司
祭

は
こ
う
答
え
ま
し
た
。
「
私
も
長

い
間
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

い
く
ら
準
備
し
て
説
教
を
し
て

も
誰
も
変
わ
ら
な
い
と
。
で
も
、

今
は
そ
う
思
い
ま
せ
ん
。
今
は

自
分
が
変
わ
る
た
め
に
説
教
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
自
分
自
身

に
説
教
を
し
て
い
ま
す
。
私
自

身
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

も
カ
ン
タ
ラ
メ
ッ
サ
司
祭
と
同

じ
よ
う
に
、
神
様
よ
り
教
会
を

立
て
な
お
す
よ
う
に
と
い
わ
れ

た
時
、
外
側
の
建
物
の
こ
と
だ

と
思
っ
て
、
み
ん
な
と
石
を
集

め
て
教
会
を
な
お
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
の
ち
に
建
物
の
こ
と

で
は
な
く
、
人
の
心
が
神
様
に

向
か
う
よ
う
に
立
て
直
し
て
い

く
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
に
は
、
ま
ず
、
自
分
自
身
が

神
様
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
、
人

の
心
が
神
様
に
向
か
う
よ
う
に

立
て
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
と

気
づ
き
ま
し
た
。

　
自
分
以
外
の
人
を
変
え
る
の

で
は
な
く
、
自
分
自
身
が
変
わ

る
こ
と
。
こ
れ
が
す
べ
て
の
模

範
と
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
世
の
中
に
お
い
て
、
神

様
を
求
め
る
人
は
た
く
さ
ん
い

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現

実
は
若
者
の
教
会
離
れ
、
新
し

い
信
徒
が
増
え
な
い
、
召
命
も

少
な
い
、
教
会
に
魅
力
が
な
く

な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が

起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
私
か
ら
み
る
と
、
教
会
内
に

お
い
て
、
自
分
自
身
を
変
え
る

た
め
の
模
範
と
な
る
モ
デ
ル
が

増
え
た
ら
、
今
の
状
況
を
一
歩

で
も
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
自
分
の
外
で
は
な
く
内

を
変
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
枢
機
卿
様

は
、
な
ぜ
若
い
人
が
司
祭
、
シ

ス
タ
ー
に
な
る
人
が
少
な
い
の

か
？
　
自
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
が
少
な
い
の
が
主
な
理

由
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
修
道
院

に
行
っ
た
と
き
、
マ
ザ
ー
に
「
な

ぜ
、
教
会
に
司
祭
や
シ
ス
タ
ー

に
な
る
人
が
少
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

マ
ザ
ー
は
「
私
の
修
道
会
で
は

そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
シ
ス
タ
ー
の
志
願
者(

し

が
ん
し
ゃ)

は
た
く
さ
ん
お
り
ま

す
」
と
の
返
事
で
し
た
。
こ
れ

に
枢
機
卿
は
驚
き
、
「
こ
れ
は
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？
」
と
そ

の
時
は
わ
け
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
。

　
バ
チ
カ
ン
に
帰
っ
た
の
ち
に

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
言
っ
た
言
葉

「
私
の
修
道
会
で
は
そ
う
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

シ
ス
タ
ー
の
志
願
者
は
た
く
さ

ん
お
り
ま
す
」
の
意
味
に
気
が

つ
き
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
修
道
会
は

一
〇
八
の
国
に
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
や
は
り
、
マ
ザ
ー

テ
レ
サ
が
キ
リ
ス
ト
の
模
範
と

し
て
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
そ

こ
に
い
た
か
ら
、
皆
が
そ
こ
に

あ
こ
が
れ
た
か
ら
志
願
者
が
増

え
て
い
っ
た
の
だ
と
枢
機
卿
様

が
気
づ
い
た
の
で
し
た
。

　
マ
ザ
ー
自
身
も
、
自
分
の
修

道
院
か
ら
出
て
、
自
分
自
身
を

か
え
る
こ
と
で
キ
リ
ス
ト
と
と

も
に
歩
み
、
皆
の
模
範
と
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
も
で
き
る
だ

け
、
自
分
を
変
え
て
い
け
ば
模

範
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

アジット・ロドリゲス神父
石川教会　主任司祭

変 化 は 自 分 の

内 側 か ら 始 ま る



南　の　光　明         第 747 号　2021 年 2 月 1 日 （4）

　
　
　
　

1.  報告及び連絡事項：司会・フランシス神父
・前回（12月会議）の議事録の確認－新田。

・1月10～11日、大分教区長・浜口司教様の追悼ミサに参列されたウェイン司教から報告が行われた。今回は11名の司

教様たちが集って共同司式して祈ることができたが、19日に予定されていた、前東京大司教区岡田大司教の追悼ミ

サはコロナ禍の緊急事態宣言を受けて延期されることが合わせて報告された。

・那覇教区に滞在されている坂上神父について、現在小禄のカプチン会修道院に滞在中だが、来年度から正式に那覇教

区での任務に就く予定であるため、各小教区で紹介を兼ねて招いてミサをしてもらうことができる旨ウェイン司教か

ら報告と依頼がなされた。

・1月26日（火）に予定されている教区顧問団と責任役員会の合同会議について、ウェイン司教から、難民、移住、移

動者の問題に関連して、教区としてどう取組んでいくかが議題として扱われること等が報告された。

・ウェイン司教の出張予定について報告が行われた。2月1日～5日にかけて修道会総会の進行役として茨城県へ行くの

は、前年からの約束で断わることができず出張することとなった。また、2月15日～19日にかけて行われる定例司教

総会は Zoomを使っての開催となり東京へ出向くことなく、会議が行えることが報告された。なお、2月22日～25日

にかけて与那原で行われるカプチン会の日本地区総会へも進行役として参加されることが報告された。　　

・コロナの終息が見通せない現況では各司祭たちや教会を利用しての信徒や一般の活動については、特に換気に十分に

気を付け、大勢での密な集まりは避けること、また教会での会食は厳に慎むようウェイン司教から要請があった。

・前項に関連して「灰の水曜日」に額に記す十字架の印についての質問があり、接触を避けるための工夫 (灰を一つまみ

頭にふりかけるなど )をして、典礼に臨むよう要請があった。

・今回から始まった聖体賛美式や祈りは、9時半開始、当番の司祭が内容を考えて行われることが提案され、了承された。

・ウェイン司教より、引退された司祭たちの現況の報告があり、それぞれ元気に過ごしておられるが、課題についても

報告があった。教区に対して老健施設や療養所の要望も寄せられているが、現時点で教区としてはその力がないこと、

様々な課題が出てきており1つ1つスタッフや顧問会、小教区の力も借りながら、教区目標とした「ゆいまーるの心で、

あらゆる絆を深めよう」の精神で課題に取組んでいくことが報告された。

2.　審議事項
・前回の会議に続きスピリチュアルレポート「現勢報告書」について津波古事務局長より説明が行われた。12月31日時

点での教勢を記入して1枚を提出、複写の1枚は小教区で保管することや、修道会にお願いする記載は別用式となる

ので注意が必要であることなどが説明された。1月29日（金）までに提出するよう依頼があった。

・各小教区でまとめる決算、予算についても津波古事務局長から説明が行われた。各小教区の会計担当者、会長、役員

さんたちとも協議の上、2月25日（木）までに教区に提出していただきたい。また、ローマ分担金も2019年度の収入

に応じて、その8％を今月中に支払いされることや、会計責任者は司教となるので、正しく記載されるよう要請が行

われた。さらに、司祭生活扶助費分担金の一覧表が配られ2月中に教区宛振込みされるよう依頼が行われた。

・2021年教区の日についてウェイン司教から説明が行われた。司教主式のミサは2月11日（木）の午前10時から安里教

会で捧げられ、パトリック神父 (カプチン会 )とシスター寺田 (ドミニコ会 )の金祝を祝う。しかし、コロナ禍もあり

密を避ける意味でも、「教区の日」のミサは各小教区での分散開催とし、可能な限り同時に教区のためにお祈りして

いただくと共に、お祝いの該当者も所属する小教区のミサで、主任司祭から祝福していただくよう要請があった。教

区に報告のあった金婚祝の該当者には教区からの記念品を主任司祭を通して贈呈する。なお、祈願文は同じものが使

えるように典礼担当者が準備することも付け加えられた。

・マーシーさんから「カリタス那覇」の活動報告が行われた。カリタス・ジャパンや県内の民間団体との活動や支援を

継続しながら、カリタス那覇としての独自の取組みも文化センターを拠点に継続していくことや、各小教区を回って

様々なニーズや支援の取組みの工夫等も考えていきたい旨報告があった。

・同じくマーシーさんから、2月の司教予定の確認が行われた。小教区への司教訪問の日程調整等、小教区で話し合っ

て早目に司教の予定を調整されるよう要請があった。

・ウェイン司教から、司祭たちへ休暇の収得について要請が行われた。コロナ禍で昨年休暇が取れず、今年コロナが落

ち着いたら2年分の休暇が申請できるかどうかの問合せがあったが、取れなかった年の休暇は返上して、新しい年の

休暇のみを利用されるよう要望があった。

・教区内に暮らす難民･移住･移動者のケアについてウェイン司教から要請があった。教区が直接取組むのは難しいが、

福音宣教の一環として、地元の行政や民間団体と協力して取組めることはないか、小教区単位でできることはないか

を話し合って欲しい旨要請された。担当司祭を置くのも1つの手段であるが、顧問会や役員会にも諮って提言してい

きたい旨報告があった。

 2021年1月19日　　　　　記録：新田　選　　　承認：ウェイン・フランシス・バーント司教

2021年1月拡大司祭・助祭会議議事録
開催日時：2021年1月12日（火）10：00～11：30　開催場所：教区センター

※会議に先立って先月会議で提案のあった、共に祈る集いとする為に、聖体賛美式に与り、昼の祈りを共同で唱えた。
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私
は
終
戦
後
、
テ
ニ
ア
ン
か
ら
父
と
幼
い

三
姉
弟
で
石
垣
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
戦
後

の
き
び
し
い
人
生
を
歩
み
ま
し
た
。
私
と
教

会
の
出
会
い
の
お
恵
み
は
二
十
代
後
半
に
頂

き
ま
し
た
。
石
垣
教
会
が「
海
星
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
ろ
で
す
。

　
海
星
幼
稚
園
が
落
成
さ
れ
て
園
児
さ
ん
は

百
名
近
く
お
り
、
教
会
は
地
域
に
開
か
れ
た

宣
教
活
動
が
シ
ス
タ
ー
も
共
に
活
発
に
行
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
未
信
者
で
ペ
ト
ロ

神
父
様
の
英
語
の
ク

ラ
ス
に
通
っ
て
い
る

う
ち
、
勧
め
ら
れ
て

公
教
要
理
を
勉
強

し
、
一
九
六
六
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
に
十
名

の
方
々
と
共
に
洗
礼

の
恵
み
を
頂
き
ま
し

た
。
代
母
は
、
昨
年

金
祝
の
お
祝
い
を
い
た
だ
い
た
、
石
垣
幸
子

さ
ん
の
お
母
さ
ん
で
す
。
後
に
、
シ
ス
タ
ー

に
な
ら
れ
た
仲
大
底
利
子
さ
ん
も
共
に
受
洗

し
ま
し
た
。

　
私
は
ミ
サ
だ
け
で
な
く
、
よ
く
教
会
に
足

を
運
び
ま
し
た
。
古
い
お
聖
堂
は
畳
敷
き
で
、

山
田
真
山
画
伯
の
「
海
の
星
な
る
聖
マ
リ
ア
」

の
絵
画
が
飾
ら
れ
、
ご
聖
体
と
の
距
離
が
近

く
自
分
を
包
ん
で
く
だ
さ
る
場
を
い
た
だ
い

た
の
で
す
。
ひ
と
り
で
い
つ
ま
で
も
お
祈
り

し
て
い
ま
し
た
。
青
年
会
活
動
も
盛
ん
で
、

戦
後
き
び
し
い
生
活
の
中
で
、
ひ
と
み
し
り

で
引
っ
込
み
思
案
の
私
は
、
楽
し
い
信
徒
生

活
を
送
ら
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
教
会
へ
の
ご
奉
仕
の
始
ま
り
は
、
典
礼
奉

仕
の「
生
花
の
準
備
」
で
し
た
。
先
輩
の
玉
那

覇
鶴
さ
ん
は
、
祭
壇
を
お
花
で
飾
る
こ
と
の

意
味
を
わ
か
ら
な
い
私
に
、
や
さ
し
く
、
最

初
は
一
緒
に
お
花
を
さ
が
し
に
行
こ
う
と
誘

わ
れ
て
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
当
時
は
今
の
よ
う
に
花
屋
さ
ん
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
庭
や
野
に
あ
る
そ
の
季
節
の
花
々

を
摘
み
取
っ
て
飾
り
ま
し
た
。
今
で
も
、
教

会
の
庭
は
花
々
の
宝
庫
で
す
。
玉
那
覇
鶴
さ

ん
が
、
毎
週
ひ
と
り
で
黙
々
と
さ
れ
る
姿
に

頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
そ
の
奉
仕
の
姿
は
マ

リ
ア
様
の
模
範
に
な
ら
う
姿
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
の
に
長
い
時
間
か
か
り
ま
し
た
が
、

一
番
最
初
に
奉
仕
の
姿
を
示
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。
お
花
の
上
手
下
手
で
は
な
く
、

マ
リ
ア
様
の
助
け
を
願
い
な
が
ら
奉
仕
の
心

を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
私
に
呼
び
か

け
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
さ
り
げ
な
い
会
話
が
、
お
花
の
ご
奉
仕
を

繰
り
返
す
中
で
、
一
般
の
生
け
花
と
違
う
と

こ
ろ
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
典
礼
暦

年
と
花
」
で
は
、「
待
降
節
」「
四
旬
節
」
に
は
、

お
花
は
飾
ら
な
い
。
ふ
さ
わ
し
い
節
度
を
持
っ

て
飾
る
。
毎
週
、
ま
ず
、
お
花
を
置
く
の
に

ふ
さ
わ
し
い
場
所
は
ど
こ
が
い
い
の
か
、
祭

壇
の
周
囲
が
第
一
の
主
要
な
場
所
で
あ
る
こ

と
、
生
け
方
の
工
夫
は
、
典
礼
の
季
節
、
祝

祭
日
、
福
音
の
内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
。

花
は
、
沈
黙
の
う
ち
に
そ
の
清
さ
と
美
し
さ

を
も
っ
て
創
造
主
で
あ
る
神
様
を
と
も
に
賛

美
し
ま
す
と
語
り
か
け
る
よ
う
に
、
よ
く
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ス
タ
ー
方
か
ら
も
、
典
礼
が

行
わ
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

か
、
こ
れ
が
お
花
当
番
の
目
と
構

え
だ
と
、
折
に
触
れ
ア
ド
バ
イ
ス

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
振
り
返
り

ま
す
と
、
教
え
ら
れ
た
と
お
り
、

準
備
し
て
生
け
る
の
が
な
か
な
か

難
し
く
、
反
省
ば
か
り
で
し
た
が
、

奉
仕
に
行
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
れ

が
、
日
常
生
活
へ
広
が
っ
て
行
き
、
奉
仕
の

輪
が
隣
人
愛
の
行
い
に
ま
で
広
が
っ
て
行
く

よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。
　

　
時
代
は
移
り
、
私
も
、
年
を
重
ね
て
受
洗

五
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。
八
重
山
修
道
院
の

シ
ス
タ
ー
方
を
感
謝
と
と
も
に
思
い
浮
か
べ

ま
す
。
教
会
の
お
花
当
番
は
、
こ
れ
か
ら
も

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
成
り
立
っ
て
い
き
ま
す
。
　

　
教
会
の
歴
史
を
語
り
継
い
だ
先
輩
方
の
ゆ

い
ま
ー
る
の
姿
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も

お
花
の
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
き
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
お
花
に
願
い
を
託
し

創
造
主
で
あ
る
神
様
を
賛
美
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
い
ま
私
は
、
子
ど
も
達
の
安
全
管
理「
地
域

の
こ
ど
も
見
守
り
隊
」
と
し
て
、
黄
色
い
旗

を
持
ち
、
子
ど
も
達
の
通
学
路
に
立
っ
て
お

り
ま
す
。
今
は
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
の
願
い
を

こ
め
て
の
地
域
活
動
で
あ
り
、
奉
仕
活
動
で

す
。
こ
の
活
動
は
神
様
の
救
い
の
業
に
奉
仕

す
る
た
め
の
も
の
で
、
マ
リ
ア
様
の
助
け
を

願
い
、
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
教
会
の
生
花
準
備
の
お
恵
み
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
て
軸
よ
こ
軸

典
礼
奉
仕
の
心
で
生
花
準
備

石
垣
教
会
　
山
城
　
洋ひ

ろ

こ子

洗
礼　お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

真
栄
原
教
会

　二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
四
日  

　
　セ
シ
リ
ア

　
　
　
　蓬
莱
さ
く
ら   

　
　ジ
ョ
セ
フ
ィ
ヌ

　
　国
吉
さ
く
ら

開
南
教
会

　二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
五
日  

  

　マ
リ
ア 

ミ
カ
エ
ル 

　與
那
嶺
博
信   

 

　

 

ガ
ブ
リ
エ
ラ  

　
　
　宮
田

　遥
月  

  

　ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト 

　
　宮
田

　惟
令 

石
垣
教
会

　二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
七
日

　
　ミ
カ
エ
ラ

　
　
　
　金
城

　紀
乃

泡
瀬
教
会

　二
〇
二
一
年
一
月
十
日

　

　
　ガ
ブ
リ
エ
ル

　
　
　屋
良

　海
璃

は  

づ
き

ゆ
う  

り



南　の　光　明         第 747 号　2021 年 2 月 1 日 （6）

　
ご
降
誕
の
二
回
目
の
ミ
サ
は
、
三
・

五
マ
イ
ル
ほ
ど
離
れ
た
浦
上
と
い
う
村

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
米
軍
基
地
か
ら
提

供
さ
れ
る
ジ
ー
プ
が
私
を
連
れ
て
行
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
約
束
の

時
間
を
守
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
仕
方
が

な
い
の
で
、
歩
き
始
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
早
朝
、
名
瀬
湾
を
囲
む
よ
う
に

曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
歩
く
の
は
気
持

ち
が
い
い
。
浦
上
は
二
つ
の
村
の
う
ち

の
一
つ
で
、
山
を
登
ら
な
く
て
も
た
ど

り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
う
す
ぐ

目
的
地
だ
と
い
う
頃
に
、
ジ
ー
プ
が
来

る
音
が
し
た
。
運
転
手
は
、
目
覚
ま
し

時
計
が
ど
う
の
こ
う
の
と
、
謝
罪
ば
か

り
し
て
い
た
。
私
は
彼
の
謝
罪
を
快
く

受
け
入
れ
、
主
が
私
の
声
を
聞
い
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
た
。

　
数
分
で
浦
上
に
到
着
し
、
ジ
ー
プ
か

ら
飛
び
降
り
、
ガ
タ
ガ
タ
で
穴
だ
ら
け

の
古
び
た
橋
を
渡
り
、
二
百
ヤ
ー
ド
歩

い
て
教
会
に
着
き
ま
し
た
。
隣
の
大
熊

村
や
、
山
の
向
こ
う
の
芦
花
部
村
か
ら

も
信
者
た
ち
が
来
て
い
ま
し
た
。

　
ミ
サ
は
典
礼
の
規
則
に
沿
っ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
始
ま
り
は

ま
あ
ま
あ
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
サ
ン

ク
ト
ゥ
ス
（
聖
な
る
か
な
の
歌
）
に
な

る
と
聖
歌
隊
が
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
を
歌
う

の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
も
出
て

き
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
他
の
賛
美
歌
が

歌
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
は
賛
美
歌

ば
か
り
で
し
た
。
キ
リ
エ
、グ
ロ
リ
ア
、

ク
レ
ド
は
十
分
に
歌
え
て
い
た
の
で
す

が
、
聖
歌
隊
は
こ
れ
ら
の
パ
ー
ト
を
歌

え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
ミ
サ
の
た
め
に
、
彼
ら
は
あ
る
学

校
か
ら
小
さ
な
オ
ル
ガ
ン
を
借
り
て
き

て
い
ま
し
た
。
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
が
猛
烈

な
勢
い
で
演
奏
し
て
も
、
一
度
に
一
音

以
上
の
音
を
出
す
こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
人
々
は
気
に
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
ミ
サ
は
い
つ
も
よ
り
も
厳
粛
な

も
の
だ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ

だ
け
が
重
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　
私
の
三
回
目
の
ミ
サ
は
名
瀬
で
行
わ

れ
る
の
で
、
ミ
サ
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に

急
い
で
帰
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
ミ
サ
は
私
の
小
さ
な

家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
着
い
て
み
る

と
、
私
の
部
屋
に
は
す
べ
て
の
も
の
が

片
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
部
屋
の
両

側
の
ふ
す
ま
は
取
り
外
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
人
々
は
至
る
所
に
陣
取
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
ん
な
に
人
が
集
ま
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
供
た
ち
と
数
人

の
年
配
者
を
除
い
て
、
全
員
が
真
夜
中

の
ミ
サ
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
普
通
ミ

サ
（
歌
ミ
サ
で

は
な
い
）
で
し

た
。
ミ
サ
が
終

わ
る
と
、
人
々

は
私
に
メ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
の

挨
拶
を
す
る
た

め
に
残
り
ま
し

た
。
十
一
時
半

に
な
っ
て
よ
う
や
く
一
人
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
残
り
時
間
は
、
軍
の
ア
メ

リ
カ
人
将
校
と
一
緒
に
基
地
で
の
夕
食

会
に
参
加
し
た
と
い
う
珍
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
の
一
日
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
典

型
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
で
、
み

ん
な
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
軍
の
従
業
員
全
員
が
招
待
さ

れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
数
は
百
人
ほ
ど

で
、
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
夕
食
後

に
は
、
将
校
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表

す
た
め
の
余
興
と
し
て
、
従
業
員
た
ち

は
ダ
ン
ス
や
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
夜
は
、
学
校
の
ホ
ー
ル
で

市
民
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
私
も
参

加
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
ど
も
の
た
め

の
お
祝
い
で
し
た
。
こ
こ
で
も
踊
り
と

歌
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
少

年
少
女
た
ち
は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

歌
い
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
人
々
は
自

分
た
ち
の
歌
を
い
く
つ
か
披
露
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
宗
教

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
楽
し

い
夜
と
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

六
時
半
か
ら
始
ま
り
、
十
時
半
ま
で
続

き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
長
い
娯
楽
を

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
日
が

終
り
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
ベ
ッ
ド
に
入

る
と
、
私
の
頭
の
中
は
初
め
て
の
ク
リ

ス
マ
ス
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
と
っ
て
は
、
そ
れ

は
一
年
で
最
も
素
晴
ら
し
い
日
で
す
。

他
の
人
に
と
っ
て
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
は

た
だ
の
仕
事
の
日
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
、
人
々
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
意

味
を
知
ら
な
い
こ
と
に
愕
然
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
私
は
、
い
つ
の
日
か
、

も
う
一
つ
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
賛
美
歌
や

ス
ピ
ー
カ
ー
と
ア
ン
プ
付
き
の
電
気
蓄

音
機
を
使
用
し
て
馬
小
屋
の
幼
子
の
こ

と
を
説
明
し
て
い
る
の
を
夢
見
て
い
ま

し
た
。
ベ
ト
レ
ヘ
ム
の
物
語
が
ド
ラ
マ

化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は

単
な
る
夢
に
過
ぎ
な
い
が
、
私
が
確
信

し
て
い
る
の
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
意
味

を
説
明
す
る
た
め
に
、
ど
ん
な
多
く
の

話
よ
り
も
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
す
る

夢
が
あ
る
の
で
す
。

　
名
瀬
の
人
口
二
万
人
の
中
で
ベ
ト
レ

ヘ
ム
の
幼
子
を
知
ら
な
い
人
が
一
人
も

い
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
。
こ
れ
は
、
あ

く
ま
で
も
夢
の
中
の
話
で
す
。し
か
し
、

宣
教
師
の
人
生
の
約
九
十
％
は
夢
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
い
く
つ
か
は

現
実
の
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
他
は

た
だ
記
憶
に
残
る
だ
け
。
未
来
だ
け
が

運
命
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
私
の
こ
の
話
は
残
念
な
が
ら
、
復

活
祭
の
頃
に
届
く
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、

そ
の
日
は
船
が
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な

い
。 

冬
の
海
は
荒
れ
て
い
る
し
、
船

は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
… 

そ
の
上
、

石
油
も
不
足
し
て
い
る
。

　
こ
う
い
う
事
情
で
、
こ
の
手
紙
が
長

く
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ

い
。
私
は
あ
な
た
達
を
忘
れ
て
は
い
ま

せ
ん
。
神
の
ご
祝
福
と
ご
加
護
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
祈
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
レ
イ
神
父

レ
イ
司
教
の
琉
球
で
の
最
初
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ミ
サ 

❷

　（
翻
訳
・
押
川
壽
夫
司
教
）

奄美大島のレイ神父とオーバン神父（右）
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県
民
ク
リ
ス
マ
ス
開
催

　
県
民
ク
リ
ス
マ
ス
実
行
委
員

　
十
二
月
十
三
日
（
日
）、
第
三
十
三

回
県
民
ク
リ
ス
マ
ス
が
北
中
城
村
の

石
平
交
差
点
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
例
年
は
各
地
の
教
会
堂
等
で

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
コ

ロ
ナ
禍
と
あ
っ
て
、
屋
外
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
初
め
て
の
試
み
と
あ
っ
て
天
候
や

駐
車
場
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
、

照
明
、
音
響
等
、
配
慮
す
べ
き
こ
と

も
多
く
あ
り
、
実
行
委
員
も
参
加
者

も
戸
惑
い
な
が
ら
の
進
行
で
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各

教
派
か
ら
集
ま
っ
た
約
七
十
名
の
参

加
者
は
、
聖
書
を
読
み
、
共
に
歌
い
、

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

　
途
中
、
道
向
か
い
の
米
軍
基
地
内

住
宅
か
ら
親
子
連
れ
が
数
組
見
学
し

て
い
て
、
子
供
た
ち
が
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
に
関
心
を
持
っ
て
見
て
い
る

様
子
は
微
笑
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

い
つ
か
こ
の
金
網
が
取
り
払
わ
れ
て

手
を
携
え
て
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
の
祈
り
も

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
「
ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
」

を
声
高
ら
か
に
歌
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が

大
き
な
喜
び
に
満
た
さ
れ
て
家
路
に

つ
き
ま
し
た
。
　
　
　
（
山
田
圭
吾
）

司
祭
叙
階
十
周
年
記
念
の
ミ
サ

と
待
降
節
黙
想
会

　
石
垣
教
会

　
十
二
月
十
四
日
に
主
任
の
マ
イ
ケ
ル

神
父
様
は
司
祭
叙
階
十
周
年
を
迎
え
ま

す
の
で
、
前
日
の
待
降
節
第
三
主
日

（
十
二
月
十
三
日
）
に
感
謝
を
込
め
て
御

ミ
サ
を
捧
げ
、
同
日
に
待
降
節
の
黙
想

会
と
赦
し
の
秘
跡
も
行
い
ま
す
と
の
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
自
分
た

ち
の
教
会
の
神
父
様
に
黙
想
会
の
ご
指

導
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
感
謝
の
ミ
サ
で
の
説
教
は
「
奉
献
の

恵
み
」、
十
年
間
の
使
命
や
神
様
の
ま

な
ざ
し
を
ど
の
よ
う
に
受
け
留
め
て
き

た
か
を
話
さ
れ
、
私
達
の
心
に
届
く
よ

う
に
と
二
つ
の
詩
に
ま
と
め
て
語
り
か

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
一
の
詩
「
奉
献
と
い
う
恵
み
に
」

一
、
私
が
主
に
ふ
さ
わ
し
く
な
く
て
も
　
　
　

　
　
主
は
こ
の
私
を
愛
へ
と
招
く

　
　
そ
の
恵
み
は
春
の
雨
の
よ
う
　

　
　
そ
っ
と
優
し
く
注
が
れ
る

二
、
私
が
人
生
の
旅
路
で
つ
ま
づ
い
て
も
　

　
　
主
は
御
手
を
差
し
伸
べ

　
　
幸
福
の
牧
場
へ
と
連
れ
て
い
く
　

　
　
私
の
心
を
慈
し
み
で
満
た
し
な
が
ら

三
、
嵐
の
日
も
雨
の
日
も
　

　
　
主
は
私
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く

　
　
命
の
泉
へ
呼
び
寄
せ
る
　

　
　
主
が
力
づ
け
て
く
だ
さ
る

四
、
主
の
道
を
何
度
も
拒
み
　

　
　
逆
ら
う
こ
と
さ
え
あ
っ
て
も

　
　
主
は
両
手
で
す
べ
て
を
受
け
入
れ
　

　
　
私
を
慰
め
守
っ
て
く
だ
さ
る

第
二
の
詩
「
十
年
と
い
う
賜
物
」　
　
　
　
　
　
　

一
、
主
は
取
る
に
足
り
な
い
私
を
　

　
　
奉
献
生
活
へ
と
招
き
い
れ
　
　
　
　
　

　
　
召
し
出
し
を
待
つ
私
を
　

　
　
愛
と
優
し
さ
で
導
い
た

二
、
主
に
従
っ
て
き
た
十
年
は
　

　
　
多
く
の
犠
牲
を
伴
っ
た

　
　
い
つ
し
か
そ
れ
は
歌
声
と
な
っ
た

　
　
主
の
恩
恵
が
豊
か
に
注
が
れ
て

三
、  

十
年
間
主
に
不
実
だ
っ
た
私
に
　

　
　
主
は
い
つ
も
寛
大
で
あ
っ
た
　

　
　
奉
献
生
活
を
全
う
で
き
る
よ
う
に

　
　
十
年
を
通
し
て
祈
り
続
け
た

四
、
主
は
気
弱
い
私
を
見
守
る
　

　
　
ど
れ
ほ
ど
季
節
が
廻
ろ
う
と
も

　
　
晴
れ
て
も
曇
っ
て
も

　
　
天
空
の
静
寂
の
う
ち
に
共
に
在
る

五
、一
生
涯
主
の
御
声
「
は
い
」
と
答
え
　

　
　
奉
献
の
喜
び
で

　
　
福
音
宣
教
の
使
命
を
果
た
し

　
　
多
く
の
人
を
主
の
許
へ

　
　
連
れ
て
ゆ
く
　

　
　
私
が
頂
い
た
十
年
の
恵
み
の
う
ち
に

（
マ
イ
ケ
ル
・
ヴ
ィ
ン
神
父
作
）

　
二
つ
の
詩
を
朗
読
さ
れ
、「
神
様
へ

の
賛
美
と
恵
み
を
喜
び
に
し
て
生
き
ま

し
ょ
う
、『
信
仰
は
信
・
望
・
愛
』
の

心
で
す
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　
黙
想
会
で
は
、「
聖
霊
様
の
導
き
に

よ
っ
て
赦
し
の
秘
跡
に
今
近
づ
い
て
、

ま
ず
心
か
ら
神
様
に
立
ち
返
り
ま
し
ょ

う
」
と
講
話
が
始
ま
り
ま
し
た
。

〈 

回
心
に
つ
い
て 

〉

　「
神
様
だ
け
に
打
ち
明
け
る
回
心
は
、

反
省
だ
け
で
な
く
、
良
い
点
を
振
り
返

る
事
で
も
、
自
分
の
生
活
が
は
っ
き
り

見
ら
れ
る
し
、
新
し
い
生
活
を
送
る
決

心
を
神
様
は
く
だ
さ
る
の
で
す
。
神
様

の
大
き
な
愛
、
御
計
画
は
聖
書
の
系
図

か
ら
も
気
付
き
ま
す
（
マ
タ
イ
一
・
一

～
十
七
）。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
か
ら
ダ
ビ
デ

ま
で
十
四
代
、
ダ
ビ
デ
か
ら
バ
ビ
ロ
ン

へ
の
移
住
ま
で
十
四
代
、
正
し
い
も
の
、

悪
い
も
の
も
同
列
に
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
女
性
五
名
の
中
の
一
名
、
マ
リ
ア

様
を
特
に
祝
福
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
を
超
え
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く

注
が
れ
た
神
の
愛
の
頂
点
と
し
て
お
生

ま
れ
に
な
っ
た
の
が
イ
エ
ス
様
で
あ

る
。神
様
は
凄
い
、神
様
の
な
さ
り
方
は
、

常
に
す
べ
て
を
受
け
入
れ
て
、
悪
し
き

も
の
も
良
き
も
の
に
さ
れ
ま
す
。
系
図

は
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
図
で
す
。
神
様
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
ま
す
」
と
講
話
さ

れ
ま
し
た
。

〈 

告
解
の
準
備
に
つ
い
て 

〉　

「
祈
り
の
内
に
自
分
の
信
仰
生
活
を
省

み
ま
し
ょ
う
。
告
解
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
と
は
違
い
ま
す
。
神
様
の
御
前
の
私
、

自
分
の
身
近
な
人
た
ち
、
社
会
の
中
で
、

教
会
と
私
を
振
り
返
っ
て
見
ま
し
ょ

う
」
と
、
具
体
的
に
お
話
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
私
た
ち
信
徒
は
、
主
任
司
祭

の
黙
想
会
に
与
っ
て
、
主
イ
エ
ス
の
誕

生
を
お
祝
い
す
る
た
め
の
霊
的
準
備
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
さ
な
石
垣
島
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
教
区
か
ら
示
さ
れ
た
指
針
に

従
い
、
黙
想
会
と
赦
し
の
秘
跡
を
通
し

て
、
喜
び
の
日
を
待
ち
望
む
待
降
節
を

過
ご
す
事
が
で
き
、
深
く
感
謝
い
た
し

ま
し
た
。

　
翌
週
、
神
父
様
の
十
周
年
を
お
祝
い

し
て
信
徒
か
ら
の
「
霊
的
花
束
」
と
、

感
謝
を
い
っ
ぱ
い
詰
め
込
ん
だ
靴
下
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

（
河
口
儀
子
通
信
員
）
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NPO法人ぶどう園の会

訪問看護ステーション クララ

TEL&FAX：098-937-5001
住所　沖縄市泡瀬2丁目37-15
・基本受付　月曜日～金曜日（申込、相談など）

・営業時間　8：30～17：30
・営 業 日　24時間365日（緊急対応含む）

那
覇
教
区
青
少
年
・
青
年
部
ミ
サ

　
去
る
十
二
月
二
十
七
日(

日)

の
午
後

三
時
か
ら
、
ウ
ェ
イ
ン
司
教
様
主
式
で

那
覇
教
区
青
少
年
・
青
年
部
ミ
サ
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
は

あ
る
が
、
教
区
の
青
少
年
担
当
司
祭
ヨ
ア

キ
ム
神
父
様
の
「
将
来
の
教
区
の
宝
の
為

に
、
で
き
得
る
感
染
症
対
策
を
す
れ
ば
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム
も
し
て
顔
と
顔
を

合
わ
せ
る
事
で
喜
び
を
共
有
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」
と
の
提
言
の
元
、
ウ
ェ
イ
ン

司
教
様
始
め
多
く
の
保
護
者
か
ら
提
案
も

あ
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
為
に
来
沖
し
て
い
た
長
崎
教

区
所
属
の
神
学
生
を
メ
イ
ン
に
、
ミ
サ
後

に
商
品
券
等
の
景
品
付
き
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン

大
会
を
し
て
心
を
通
わ
せ
、
サ
マ
キ
ャ
ン

で
培
っ
た
絆
を
確
認
し
合
う
事
が
で
き
ま

し
た
。

　
景
品
の
為
の
資
金
は
ヨ
ア
キ
ム
神
父
様

や
首
里
教
会
の
信
者
さ
ん
が
援
助
し
て
く
だ

さ
り
、
子
ど
も
達
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
大

い
に
楽
し
く
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
新
田
星
）

那
覇
教
区
で
過
ご
し
た
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
長
崎
教
区
神
学
生

　
十
二
月
二
十
七
日
に
安
里
教
会
で
青
年

部
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
検
温
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
な
ど
の
対
応
を
取
り
、
ウ
ェ
イ
ン
司
教

様
の
司
式
の
も
と
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
初
め
て
出
身
教
会
以
外
で
ク
リ
ス
マ

ス
を
過
ご
し
ま
し
た
。
教
区
は
違
っ
て
い
て

も
、
同
じ
信
仰
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と

大
き
く
言
え
ば
、
世
界
中
で
イ
エ
ス
様
の
誕

生
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
那
覇
教
区
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過

ご
し
て
私
自
身
の
信
仰
を
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
に
イ
エ
ス

様
の
誕
生
日
に
何
を
捧
げ
ま
す
か
？
と
問

い
か
け
る
と
「
お
祈
り
」「
い
の
ち
」
と

の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
何
を
捧
げ
た
で
し
ょ

う
か
。

　
私
は
喜
び
、
怒
り
、
哀
し
み
、
楽
し
み

と
い
っ
た
す
べ
て
の
感
情
、
あ
る
い
は
心

を
捧
げ
る
こ
と
が
本
当
の
ク
リ
ス
マ
ス
だ

と
思
い
ま
す
。

　
二
〇
〇
〇
年
前
に
一
度
イ
エ
ス
様
は
お

生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
と
ひ
と
つ

私
た
ち
が
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
で
す
。

　
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
私
た
ち
は
一
年
中

待
降
節
を
過
ご
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
世
界
中
の
キ
リ
ス
ト
者

と
心
を
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
祈
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。（

吉
原
祐
則
）

◆
安
里
教
会

　
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
・
マ
リ
ア
　
與
那
城
　
洋
子
　
様

　
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
一
日
帰
天
享
年
八
十
二
歳
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